
 

 

Fig.1: Typical UV-Vis-NIR spectra of 

SWNTs grown by various RF power used 

for plasma generation. 
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 単層カーボンナノチューブ(SWNTs)は，特異な一次元構造に由来した様々な優れた特性を有す

るため，次世代光電子デバイス用高性能素子への応用などが期待されている．しかし，SWNTs の

特性はグラフェンシートの螺旋度で定義されるカイラリティによって左右されるため，カイラリ

ティ制御が重要な課題の一つであると言える．この課題に向けて我々は，新たに触媒表面状態の

精密制御による SWNTs のカイラリティ制御合成法を開発し，発光効率が高い(6,4)SWNTs の高純

度合成に世界で初めて成功した [1]．そこで本研究では，(6,4)SWNTs の更なる高純度化を目的と

し，カイラリティとプラズマ CVD 条件の相関に着目し実験を行った． 

 (6,4)SWNTs の高純度合成には，触媒表面状態制御によるカイラリティ制御手法を用いた．この

手法では，SWNTs 合成の前に，触媒を高真空下で H2や N2などの微量ガス中で加熱処理を施すこ

とで，触媒表面の酸化度を調整することができる．また，合成には本研究室で開発した拡散プラ

ズマ CVD 装置を使用した [2]．合成された SWNTs のカイラリティ分布の評価には，蛍光—励起

（PLE）マッピングと紫外—可視—近赤外吸収分光法(UV-Vis-NIR)を用いた．(6,4)SWNTs の純度と

プラズマ CVD 条件の相関を明らかにするために，プ

ラズマ生成高周波 (RF; 13.56 MHz) 電力を変えて実

験を行った．その結果，合成された(6,4)SWNTs の純

度がプラズマ生成電力の変化に影響を受けることが

明らかとなった(Fig. 1)．今回得られた結果では，

(6,4)SWNTs の純度がこれまでの最大値であった 57%

を超え, 64%まで高純度化することに成功した．また，

電力の変化に伴い，(7,3)，(6,5)，(8,3)などのカイラリ

ティ存在比にも著しい変化が生じることが確認され

た．これは，これまで注目されてこなかったプラズ

マ中活性種等気相情報がカイラリティ選択性に影響

を与えている可能性を示唆している． 
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